
（別添１）

茨城県

水田農業高収益化推進計画

No.
策定年月

08
令和２年６月

見直し年月 令和６年６月



１．水田において高収益作物・子実用とうもろこしの導入を図る目的

  国全体の主食用米の需要が毎年10万ｔずつ減少する中、本県では、これまで飼料用米を中心に主食用
米からの転換を図ってきたところである。一方、水田農業の収益力強化を図り、本県が目指す儲かる農業
を実現するためには、水田への高収益作物の導入が有効だが、排水不良の水田が多いことに加え、地域
によって生産環境も異なることなどから、導入されている地域、品目ともに限定的であり、令和元年度にお
ける水田面積（田本地面積）94,300haのうち、高収益作物の作付面積は約3,555ha（3.77%）となっている。
　このような中、水田への高収益作物の導入・拡大を図っていくため、県・市町村の関係部局が連携し、地
域の実情に合わせた生産技術・機械等の導入や生産基盤の整備を行っていく。
　具体的な品目としては、トマト、たまねぎ、キャベツ、ねぎなど中食・外食において需要が拡大している品
目やレンコン、カンショ等、本県の全国シェアが高く、水稲から転換することにより所得の向上が期待できる
品目を中心に、地域の特性や実情に応じて導入を図る。
　また、子実用とうもろこしは畜産物生産に重要な濃厚飼料の1つであるが、ほとんどを輸入に頼っている
が、昨今輸入飼料価格が上昇しており、国産飼料へ転換することで、畜産農家のコスト低減と生産される
畜産物の安心・安全につなげることができる。加えて、労働生産性が高く、輪作体系に導入することで次期
作物の生産性向上にも寄与することから、その導入及び拡大を図る。
　さらに、県南地区（主につくば市）で伝統的に生産されている芝について、園芸用途を中心に安定した需
要があり、かつ比較的に生産面積を拡大できる作物として、地域の農地の有効活用に寄与していることか
ら、転換が可能な水田での導入を進めることで、地域の農地のさらなる有効活用及び経営所得の向上を図
る。



２．目標
（１）推進方針

（２）推進品目
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※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。
※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合、項目を分けて記載する。
※　「選定理由」欄には、①出荷先が確保されているか、②既存産地等との競合により需給バランスに乱れが生じないか、③ロットは確保できるか

などの観点にも留意して記載する。（関係資料の添付でも可。また、審査に当たって追加資料の提出を求めることがある。）
※　設定した目標値の妥当性が分かる資料（県や地域の統計など）を添付すること。
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（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

190.0 90 100 567 570

芝 園芸用 露地

全国で本県がトップのシェアを占めてお
り、県南地区において重要な品目となって
いる。
安定した需要があることから、田における
安定生産に取組むことで、主要産地として
の供給責任を果たしていく。

189.0

- -

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

3.0 4,500 5,000 6,188 8,250

キャベツ 生食用 露地

全国での本県のシェアが高く、単価や産
出額が安定している品目であるため。県
の研究所において試験が実施され、栽培
に関する知見が多く得られていることか
ら、特に、県南、県西地区での作付けを推
進する。

2.4

カンショ 生食用 露地

本県が全国において産出額トップの産地
であるとともに、国内外の需要が旺盛で単
価も安定しているため。
主産地の畑地はほ場が不足しているた
め、田での安定生産を確立することで、さ
らなるシェアの向上を目指す。
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全国での本県のシェアが高く、単価や産
出額が安定している品目であるため。
従来の産地の取組み支援に加えて、野菜
類の中では機械化体系が進んでいる品目
であることから、普通作経営体の複合経
営化に向けた導入品目としても取組む。

2.5
<19.5>

-

（令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

3.5 2,000 2,100 4,800 7,350 -

注　＜＞内は令和５年時点における現況値（参考）
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<1,083>

1,160
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<1,588>
1,907 9,532 - -

0 5.04 0 15,251 0

412 6,530

（令和元年）

1,260
<6,205>

ネギ 生食用 露地

（令和４年）

　県・市町村の関係部局が連携し、機械等の導入や生産基盤の整備、生産技術の指導を行うことで、令和７年度までに、水田へ高収益作物等を導入・拡大する産地を10産
地創出するとともに、高収益作物の作付面積や畑地化の取組を令和元年度比で300ha以上（畑地化の取組250haを含む）拡大し、産出額で15億円の増加を目指す。

子実用とうもろ
こし

ミニトマト

レンコン

飼料用

生食用

生食用

露地

品目名

（令和元年）
<令和5年時点>

選定理由

（令和元年） （令和７年）

1,251

（令和元年） （令和６年）

用途

目標
作付面積の拡大

目標値

施設

1.94 28.80 530

枝肉価格単価

県内の多くの畜産農家が、飼料のほとん
どを輸入に頼っており、輸入飼料価格が
上昇する中、畜産農家の経営安定につな
がるとともに、生産される畜産物の安心・
安全につながる国産飼料の需要の見込
みがあるため。また、労働生産性が高く、
輪作体系に導入することで次期作物の生
産性向上にも寄与するため。

県内各地（鉾田市、つくば市等）の産地に
おいて販売実績があり、安定的に需要が
ある品目であるため。また、高機能な環境
制御温室において、高品質・高単価商品
を安定生産することにより、さらなる収益
性の向上が見込まれるため。 （令和元年） （令和６年）

現状値

（令和元年） （令和６年）

目標値目標値

（令和７年） （令和元年）

現状値

（令和６年）

（令和元年）
<令和5年時点>

（令和10年）

44,336

（令和10年）（令和元年）
<令和5年時点>

638

露地
／

施設 現状値

（令和元年）

現状値 目標値

販売額の向上収量の向上

（令和７年）

（令和10年）

露地

全国での本県のシェアが高く、単価や産
出額が安定している品目であるため。ま
た、排水性の悪い湿田での栽培に適して
おり、県内における栽培事例も多く、全国
に販売先が確保されており、面積あたりの
収益性が高い品目であるため。

レタス 生食用 露地

全国での本県のシェアが高く、単価や産
出額が安定している品目であるため。県
の研究所において試験が実施され、栽培
に関する知見が多く得られていることか
ら、特に、県西地区での作付けを推進す
る。
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３．推進体制及び役割

茨城県

指導・助言、
支援の実施

状況報告

・推進計画策定のとりまとめ

・支援事業の構築、推進

産地振興課

（水田担当）

・基盤整備事業の情報提供
・基盤整備事業の実施

農村計画課・農地整備課

（基盤整備部局）

・販売先の確保

・物流の構築

・集出荷体制の構築

・支援事業の実施

全農いばらき

茨城県農業会議

茨城県農林振興公社

各地域ＰＴ

指導・助言、
支援の実施

状況報告

・農地情報の収集

・農地集積・集約化の推進

産地

・支援事業の構築、推進

・産地の掘り起こし

産地振興課（園芸）

畜産課

茨城県

土地改良連合会

・基盤整備事業の実施

茨城県農機具商業

協同組合

・農業機械メーカーとの連携
体制の構築

・研究との連携

・栽培技術の収集、普及

農業技術課

水田農業高収益化

推進連絡会議

・販路開拓支援

・支援事業の構築、推進

販売流通課

・農地集積・集約化の推進
・農地情報の共有化

農業経営課

農林水産省

関東農政局 茨城県拠点

・計画策定に係る助言

・制度に関する情報提供

指導・助言

・支援事業の推進

・産地の掘り起こし支援

茨城県農業協同

組合中央会

説明会の開催

情報共有

・シンポジウム、検討会等の開催

・高収益作物導入に係る情報収集

制度の周知、優良事例の紹介

茨城県農業再生協議会



４．目標達成に向けた取組
（１）品目共通の取組

（２）推進品目ごとの取組

高品質な商品を周年安定供給す
るとともに、取引先と連携した販
売促進活動を実施する。これらを
通じて販売先の確保及び高単価
販売を実現し、販売額の向上を
目指す。

現地導入事例について経営調査
を実施し、収益性向上の面から面
積の拡大や新規導入を推進す
る。また、地域の状況に応じて補
助事業を活用した基盤整備や機
械整備を行うことで作業効率等を
向上し、作付面積の拡大を図る。

アブラムシ等に対する病害虫防
除（薬剤散布等）により健全な生
育を促すとともに、有機物の適正
施用による土づくりを行うことで土
壌の化学性や物理性を改良し、
レンコン転換後の生育を促進し、
収量の向上を図る。また、県で選
抜した優良系統種ハス（パワー、
ひたちたから、金澄39号、みらい
等）の導入を推進することで収量
の向上を図る。

病害虫防除及び土壌改良資材の
適正施用による土づくりにより土
壌の化学性を改善して生育を促
進するとともに、物理性を向上し
て規格外品の発生割合を低下さ
せる。これらにより可販収量を増
加させ、販売額の向上を目指す。
併せて、単価向上に向けて、「芽
バス」や「赤渋レンコン」といった
他産地と差別化できる商品の開
発や、消費地での販売促進活動
に取組む。

　高収益作物導入に関する機運を高め、作付面積の拡大を図るため、支援制度の紹介や取組の推進に係るチラシを作成するとともに、市町村やJA、農業者向け
の説明会を開催する。また、JA部会や普通作複合経営を行う農業法人・集落営農組織に加え、水田の汎用化実施済地区の農業者に対して、水田農業高収益化
に係る国・県の施策の周知や、意向調査を実施し、水田に園芸作物を導入・拡大する産地を掘り起こしていく。更に、導入が有望と考えられる地区を把握するた
め、水はけの良い水田及び陸田における作付状況を調査する。また、収量および販売額向上のため、適切な病害虫防除や優良品種（系統）の導入、土づくりにつ
いて普及部門と連携して技術指導をおこなっていく。

子実用とうもろこし

ミニトマト

レンコン

栽培技術や輪作体系への導入効
果等を周知し、実証ほの設置や
現地検討会等を開催し、地域普
及を図る。
麦や大豆が長年作付けされてお
り、収量が低下傾向にある圃場
への作付けを推進する。

堆肥による土づくりと、発生消長
に合わせた適期の薬剤散布によ
り、アワノメイガ等の害虫を効率
的に防除する。また、効果的な薬
剤処理による雑草防除により
10％以上の収量向上を目指す。

作付面積の拡大及び収量の向上
と、害虫の適切な防除で品質を向
上することにより、販売額の向上
を図る。

国産飼料である、「子実用とうもろこ
し」の生産拡大を図り、自給飼料とす
ることで、安心・安全といった付加価
値を高め、商品（豚肉）のより一層の
ブランド化及び販売単価の向上を目
指す。

各種補助事業の活用により、栽
培施設の建設を行う。

作付面積の拡大 収量の向上 販売額の向上 その他

取組内容
品目名

高機能環境制御温室を用いた周
年栽培システムにより、環境変化
に左右されず高品質なミニトマト
の安定生産を実現する。また、ア
ザミウマ等に対する適切な防除
対策（粘着トラップの設置、薬剤
散布等）と、青枯病の防除対策と
して土壌消毒や適切な温度管理,
を実施することで、収量を向上す
る。

カンショ

茨城県として作付けが伸びている
品目であり、茨城かんしょトップラ
ンナー産地拡大事業等の活用に
より水陸田の排水を改善すること
で、作付可能な面積を増やしてい
く。

県の普及機関等と連携して、転換
畑における収量向上の実証ほ等
に取組んでおり、更なる知見の収
集や実証の横展開により収量向
上を図る。

加工品である干し芋のブランド化
に取組むことで、生食用と併せ
て、加工用途向けの販路拡大を
進めることで、カンショ全体の販
売額の維持・向上を図る。

ネギ

県内試験研究機関で機械化に向
けた試験を進めており、機械化に
よる普通作経営体への導入を促
進することで面積の拡大を図って
いく。

転換畑での地下水位の関係によ
る栽培方法の見直しや、防除体
系について県内試験研究機関と
ともに知見を収集し、生産者への
技術指導を行うことで、収量の向
上を図っていく。

生産時期の調整により、単価が
高い時期に販売できる作型を推
進するとともに、海外輸出を含め
た販路の多角化を支援すること
で、販売額の維持・向上を図る。

キャベツ

現地導入事例について経営調査
を実施するとともに、これまでの
試験研究結果を基にほ場の排水
性の改善を進めることで、生産者
の拡大と、ほ場の拡大の両面か
ら取組を進めていく。

転換畑に適した品種の選定や、
排水性の向上による湿害対策、
軟腐病をはじめとする病害への
対策について検討するとともに、
普及機関と共に生産者の指導を
進めることで、収量の向上を図
る。

他地域との差別化により、単価の
維持・向上を図るため、県の露地
野菜産地イノベーション事業を活
用しながら、品種や販売方法の
見直しを進める。併せて、国内外
の販路開拓を支援する。

芝

芝に適した陸田の探索を地域で
協力して進めるとともに、現地導
入事例について経営調査を実施
し、既存経営体の規模拡大等に
よる作付面積の拡大を支援して
いく。

転換畑に適した品種の選定や、
ほ場の排水性の改善を行うこと
で、収量の向上を図る。

家庭園芸用やゴルフ場向けなど、
用途に適した品種の選定や、増
産により手に取りやすい価格のラ
インナップを増やすことで、販売
額全体の維持、向上を図る。

レタス

現地導入事例について経営調査
を実施するとともに、これまでの
試験研究結果を基にほ場の排水
性の改善を進めることで、生産者
の拡大と、ほ場の拡大の両面か
ら取組を進めていく。

転換畑に適した品種の選定や、
排水性の向上による湿害対策、
軟腐病をはじめとする病害への
対策について検討するとともに、
普及機関と共に生産者の指導を
進めることで、収量の向上を図
る。

他地域との差別化により、単価の
維持・向上を図るため、品種や販
売方法の見直しを進める。併せ
て、国内外の販路開拓を支援す
る。



５．産地推進計画の作成主体

No 作成主体名 関係市町村 備考

1 境町子実用とうもろこし生産者団体 境町 構成機関・団体名、目標値変更

2 株式会社オスミック 稲敷市

3 稲敷市東地区れんこん生産者団体 稲敷市

4 稲敷市桜川地区れんこん生産者団体 稲敷市

5 筑西市子実用とうもろこし生産者団体 筑西市
産地名、構成機関・団体名、目標

値、及び生産者変更

6 河内町れんこん生産者団体 河内町

7 土浦市 土浦市 生産者変更

8 かすみがうら市 かすみがうら市 生産者変更

9 つくば市（上郷地区） つくば市

10 つくば市（桜地区） つくば市

11 つくば市 つくば市

12 つくば市（筑波地区） つくば市 新規

13 坂東市 坂東市 新規

※　各主体が作成した「産地推進計画」を添付するものとする。



１　計画作成主体の情報

名称

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円/頭 円/頭

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

境町子実用とうもろこし生産者団体

（別添２）

現状値

露地 境町飼料用

No. 08-001

（令和元年）

水田農業高収益化推進計画

境町子実用とうもろこし生産者団体　産地推進計画

（令和元年）

収量

目標値

用途
露地
／
施設

現状値

目標

作付面積

（令和6年） （令和6年）

44,336143 千円 3,218 千円15.0 673
子実用

とうもろこし

現状値

（令和6年）（令和元年）

現状値

産地名 販売額

目標値

（令和元年）

枝肉価格単価

目標値

48,0000.54 660

（令和6年）

目標値

策定年月 令和２年６月

見直し年月 令和６年６月

品目名

・計画作成支援
・栽培技術指導

・計画作成支援

・支援事業の情報提供，実施

・水田活用の直接支払交

付金等の関係事務・推進

境町農業再生協議会境町役場農業政策課茨城県西農林事務所 企画調整部門・畜産振興課

境町子実用とうもろこし

生産者団体

【生産者団体】

（生産）

(有)イバシン物流
（飼料販売業者）

（販売）

(株)塚原ファーム
（自家利用・生産者から購入）

【実需者1】

(有)勝地屋商店
（仲介業者）

【実需者2】

【実需者3】

昭和産業(株)
（飼料販売業者）

（販売）

(有)産直ポーク山庄

（養豚）

【実需者4】



１　計画作成主体の情報

名称

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

（別添２）

現状値

施設
株式会社
オスミック

生食用

株式会社オスミック

0 5.04 0 15,251 0 1,250,803,052

No. 08-002

（令和元年）

水田農業高収益化推進計画

株式会社オスミック 産地推進計画

（令和元年）

収量

目標値

用途
露地
／
施設

（令和６年）

目標値 現状値

目標

作付面積

（令和６年） （令和６年）

ミニトマト

現状値

（令和６年）（令和元年）

現状値

産地名 販売額

目標値

（令和元年）

その他

目標値

策定年月 令和２年６月

見直し年月 令和５年６月

品目名

茨城県県南農林事務所
（企画調整部門・稲敷地域農業改良普及センター）

稲敷市（農政課） 稲敷市（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ）

・計画策定支援
・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の実施

・計画策定のとりまとめ
・支援事業の情報提供、実施

・まちづくり計画の全体
的な推進

農家(（株）ｵｽﾐｯｸｱｸﾞﾘ稲敷/茨城、(株)オスミックファーム稲敷）生産・販売

・水田活用の直接支払
交付金等の普及推進・
関係事務

稲敷市地域農業再生協議会

イオン(株)・GINZA SIX 等

・販路開拓 ・商品開発の支援

(株)OSMIC（販売部門）

販売先



１　計画作成主体の情報

名称

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha 円 円

ha ha 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

作付面積産地名

（B）

1,800 kg/10a 270,714,198 428,670,000れんこん 39.57 55.00 1,580 kg/10a

（令和6年）

kg/10a 68,764,500 100,410,0009.25 12.50 1,800 kg/10a 1,945

令和２年６月

見直し年月 令和５年６月

品目名

（令和元年）

その他

目標値

目標

現状値

（令和元年）

現状値

販売額

目標値

（令和6年）

　稲敷市東地区れんこん生産者団体

れんこん

No. 08-003

（令和元年）

水田農業高収益化推進計画

　稲敷市東地区れんこん生産者団体産地推進計画

（令和元年）

収量

目標値

用途
露地
／
施設

（令和6年）

目標値 現状値

（A） （令和6年）

策定年月

（別添２）

（令和6年）（令和元年）（令和6年）（令和元年）

現状値

露地

露地

稲敷市新橋地区生食用

稲敷市本新地区生食用
（令和元年） （令和6年） （令和元年）

（令和6年）

茨城県県南農林事務所
（企画調整部門・稲敷地域農業改良普及センター）

稲敷市（農政課）
稲敷農業協同組合

・計画作成のとりまとめ
・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の実施

・支援事業の情報
提供、実施

・販売先の確保
・営農指導の実施

（A）農家（新橋地区） 生産・販売

稲敷市（農政課）

・水田活用の直接
支払交付金等の普
及・推進

稲敷市地域農業再生協議会

（B）農家（本新地区）

出荷先

・株式会社ヤマシン商事

・長印船橋青果株式会社

出荷先

・稲敷農業協同組合



１　計画作成主体の情報

名称

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha 円 円

ha ha 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

（別添２）

（令和2年）（令和7年）（令和2年）

現状値

露地

露地

稲敷市古渡地区生食用

稲敷市浮島地区生食用
（令和2年） （令和7年）

（令和7年）

No. 08-004

（令和2年）

水田農業高収益化推進計画

　稲敷市桜川地区れんこん生産者団体産地推進計画

（令和2年）

収量

目標値

用途
露地
／
施設

（令和7年）

目標値 現状値

（A）

策定年月 令和３年６月

見直し年月 令和５年６月

品目名 その他

目標値

目標

現状値

（令和2年）

現状値

販売額

目標値

（令和7年）

　稲敷市桜川地区れんこん生産者団体

れんこん 104,904,000 117,292,14115.97 17.37 1,680 kg/10a 1,727

作付面積産地名

（B）

1,727 kg/10a 815,887,000 928,269,408れんこん 117.36 122.16 1,580 kg/10a

（令和7年）

kg/10a

茨城県県南農林事務所
（企画調整部門・稲敷地域農業改良普及センター）

稲敷市（農政課） 稲敷農業協同組合

・計画作成のとりまとめ
・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の実施

・支援事業の情報
提供、実施

・販売先の確保
・営農指導の実施

（A）農家（古渡地区） 生産・販売

稲敷市（農政課）

・水田活用の直接
支払交付金等の普
及・推進

稲敷市地域農業再生協議会

（B）農家（浮島地区）

出荷先

・稲敷農業協同組合

・あずま総合青果(株)

出荷先

・稲敷農業協同組合

・(株)ヤマシン商事



１　計画作成主体の情報

名称 筑西市子実用とうもろこし生産者団体

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

子実用とうもろ
こし

現状値

1.4 13.8 480

（令和７年）

産地名

目標

作付面積

目標値 現状値

（令和○年）（令和２年）

現状値

（令和７年）

600

策定年月 令和３年６月

見直し年月 令和６年６月

品目名 販売額

目標値

（令和○年）

その他

目標値

268,800 3,312,000

（別添２）

現状値

露地 筑西市飼料用

No. 08－005

（令和２年）

水田農業高収益化推進計画

筑西市子実用とうもろこし生産者団体産地推進計画

（令和２年）

収量

目標値

用途
露地
／
施設

（令和７年）

茨城県西農林事務所 企画調整部門・振興・環境室

・計画作成支援
・栽培技術指導
・支援事業の情報提供，実施

筑西市役所
水田農業振興課

・計画作成（支援）

・支援事業の情報提供，実施

筑西市農業再生協議会

・水田活用の直接支払交
付金等の関係事務・推進

筑西市子実用とうもろこし生産者団体

ＪＡやさと平飼部会（石岡市）

松崎養鶏舎（下妻市）

（株）ジャパン・アグリビジネス（筑西市） 等

【生産者団体】

【実需者】
（販売）



１　計画作成主体の情報

名称 河内町れんこん生産者団体

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

策定年月 令和４年６月

見直し年月 令和５年６月

品目名

（令和８年）

（令和８年）

（A)れんこん

現状値

（令和○年）（令和３年）

現状値

産地名 販売額

目標値

（令和○年）

その他

目標値

26.53 26.79

33.42

No. 08-006

（令和３年）

水田農業高収益化推進計画

河内町れんこん生産者団体産地推進計画

（令和３年）

収量

目標値

用途
露地
／
施設

（令和８年）

目標値 現状値

目標

作付面積

（令和８年）

（別添２）

（令和○年）（令和３年）（令和８年）（令和３年）

現状値

（B)れんこん

露地

露地

和銅谷地区生食用

下加納地区生食用
（令和３年） （令和８年） （令和○年）

202,933,120 222,893,000

242,762,880 281,607,00034.46

1,471 1,600

1,600 1,800

茨城県県南農林事務所
（企画調整部門・稲敷地域農業改良普及センター）

河内町（農政課） 稲敷農業協同組合

・計画策定のとりまとめ
・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の実施

・支援事業の情報
提供、実施

・販売先の確保
・営農指導の実施

（A）農家（和銅谷地区） ・生産・販売

稲敷市（農政課）

・水田活用の直接
支払交付金等の普
及・推進

河内町農業再生協議会

（B）農家（下加納地区）

出荷先

・稲敷農業協同組合

出荷先

・株式会社ヤマシン商事

・長印船橋青果株式会社

・生産・販売



１　計画作成主体の情報

名称 土浦市

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 千円 千円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

策定年月 令和４年６月

見直し年月 令和６年６月

品目名

れんこん

現状値

（令和○年）（令和３年）

現状値

産地名 販売額

目標値

（令和○年）

その他

目標値

377.65 520.00 1,900 2,000 3,049,524

目標値 現状値

目標

作付面積

（令和８年） （令和８年）

4,472,000

（別添２）

現状値

露地 土浦市生食用

No. 08-007

（令和３年）

水田農業高収益化推進計画

土浦市産地推進計画

（令和３年）

収量

目標値

用途
露地
／
施設

（令和８年）

茨城県県南農林事務所
（企画調整部門・土浦地域農業改良普及センター）

土浦市（農林水産課） 水郷つくば農業協同組合

・計画作成のとりまとめ
・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の実施

・支援事業の実施 ・販売先の確保
・営農指導の実施

農 家生産

・水田活用の直接支払
交付金等の周知・推進

土浦市地域農業再生協議会

出荷先

・水郷つくば農業協同組合

・その他（系統外市場等）

出荷者団体
・水郷つくば農業協同組合各支部
・土浦市園芸組合連合会沖宿蓮根支部 など

販売



１　計画作成主体の情報

名称

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

見直し年月 令和６年５月

（別添２）

No. 08-008

策定年月 令和４年６月

水田農業高収益化推進計画

かすみがうら市産地推進計画

かすみがうら市

品目名 用途
露地
／
施設

産地名

目標

作付面積 収量 販売額 その他

現状値 目標値 現状値 目標値 現状値 目標値 現状値 目標値

363.0352.3

れんこん 生食用 露地 かすみがうら市
（令和３年） （令和８年） （令和３年） （令和８年） （令和３年）

1,700 1,900 2,545,945,500 2,931,225,000

（令和８年）

茨城県県南農林事務所

（企画調整部門・土浦地域農業改良普及センター）

かすみがうら市

（農林水産課）
かすみがうら市農業再生協議会 水郷つくば農業協同組合

・計画作成のとりまとめ

・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の情報

提供、実施

・水田活用直接支払交付金等の

普及・推進

・販売先の確保

・営農指導の実施

農家生産・販売

出荷先

・水郷つくば農業協同組合

・その他



１　計画作成主体の情報

名称 つくば市農業再生協議会

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha
kg/
10a

kg/
10a

円 円

ha ha
kg/
10a

kg/
10a

円 円

ha ha
kg/
10a

kg/
10a

円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

3

（令和９年）

（令和４年） （令和９年） （令和４年）

3

（令和９年）

（令和４年） （令和９年） （令和４年）

（令和４年） （令和９年）

4,500 5,000 6,187,500 8,250,000

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年）

キャベツ 生食用 露地 上郷地区
2.5

（令和４年）

（令和４年） （令和９年）

2,000 2,200 11,250,000 14,850,000

（令和９年）

ネギ 生食用 露地 上郷地区
2.5

（令和４年）

2,100 4,800,000 7,350,000

カンショ 生食用 露地 上郷地区
2.4 3.5

（令和４年） （令和９年）

その他

現状値 目標値 現状値 目標値 現状値 目標値 現状値 目標値

（令和９年） （令和４年） （令和９年）

2,000

水田農業高収益化推進計画

つくば市（上郷地区）産地推進計画

品目名 用途
露地
／
施設

産地名

目標

作付面積 収量 販売額

生産・販売

販売先

見直し年月

（別添２）

No. 08-009

策定年月 令和５年６月

つくば市（農業政策課） つくば市農業再生協議会 茨城県県南農林事務所
（企画調整部門・つくば地域農業改良普及センター）

・計画作成のとりまとめ
・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の実施

農家

販売先
・つくば市農業協同組合
・(株)古河中央青果

・支援事業の情報提供、実施 ・水田活用の直接支払交付金
等の周知・推進つくば市農業協同組合

・販売先の確保
・営農指導の実施



１　計画作成主体の情報

名称 つくば市農業再生協議会

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

6,000,000

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和５年）

れんこん 生食用 露地 桜地区

1.7 3

（令和４年） （令和９年）

その他

現状値 目標値 現状値 目標値 現状値 目標値 現状値 目標値

（令和９年）

450 500 3,060,000

水田農業高収益化推進計画

つくば市（桜地区）産地推進計画

品目名 用途
露地
／
施設

産地名

目標

作付面積 収量 販売額

販売先

見直し年月

（別添２）

No. 08-010

策定年月 令和５年６月

つくば市農業再生協議会 茨城県県南農林事務所
（企画調整部門・つくば地域農業改良普及センター）

・計画作成のとりまとめ
・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の実施

農家

販売先
・つくば市農業協同組合
・水郷つくば農業協同組合

・支援事業の情報提供、実施 ・水田活用の直接支払交付金
等の周知・推進

つくば市（農業政策課）

つくば市農業協同組合

・販売先の確保
・営農指導の実施



１　計画作成主体の情報

名称 つくば市農業再生協議会

構成機関・団体名及び役割分担

２　推進品目及び目標

ha ha 束/10a 束 /10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

570,000,000

（令和４年） （令和９年） （令和４年） （令和９年） （令和５年）

芝 園芸用 露地 つくば市

189 190

（令和４年） （令和９年）

その他

現状値 目標値 現状値 目標値 現状値 目標値 現状値 目標値

（令和９年）

90 100 567,000,000

水田農業高収益化推進計画

つくば市（芝）産地推進計画

品目名 用途
露地
／
施設

産地名

目標

作付面積 収量 販売額

販売先

見直し年月

（別添２）

No. 08-011

策定年月 令和５年６月

つくば市農業再生協議会
茨城県県南農林事務所

（企画調整部門・つくば地域農業改良普及センター）

・計画作成のとりまとめ
・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の実施

農家

販売先
・実需者（ゴルフ場、造園業等）
・つくば市農業協同組合

・支援事業の情報提供、実施・水田活用の直接支払交付金
等の周知・推進

つくば市（農業政策課） つくば芝生事業協同組合

・資材等の共同購入
・種芝の共同生産
・販売先確保の支援 等



１　計画作成主体の情報

名称

構成機関・団体名及び役割分担

販売先

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

策定年月 令和６年４月

見直し年月

品目名

れんこん

現状値

（令和10年）（令和５年）

現状値

産地名 販売額

目標値

（令和５年）

その他

目標値

4.1 5.5 1,800 2,000 29,520,000

目標値 現状値

目標

作付面積

（令和10年） （令和10年）

44,000,000

（別添２）

現状値

露地 筑波地区生食用

No. 08-012

（令和５年）

水田農業高収益化推進計画

つくば市（筑波地区）産地推進計画

（令和５年）

収量

目標値

用途
露地
／
施設

（令和10年）

つくば市農業再生協議会 茨城県県南農林事務所
（企画調整部門・つくば地域農業改良普及センター）

・計画作成のとりまとめ

・支援事業、栽培技術等の情報提供

・支援事業の実施

農家 水戸中央青果株式会社

・支援事業の情報提供、実 ・水田活用の直接支払交付

金

等の周知・推進

つくば市（農業政策課）



１　計画作成主体の情報

名称 坂東市

構成機関・団体名及び役割分担

・支援事業の情報提供、実施

２　推進品目及び目標

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

ha ha kg/10a kg/10a 円 円

※　「用途」欄には、用途に応じて「生食用」「加工・業務用」「飼料用」「切り花用」等と記載する。

※　同一の品目であっても、用途や「露地／施設」の別が異なる場合や、出荷団体が複数ある場合には、項目を分けて記載し、

　　「産地名」欄に、●●農協、●●集落、●●学区など、一定のまとまりを持って高収益作物又は子実用とうもろこしの作付けに取り組む範囲が分かる名称を記載すること。

※　設定した目標値の妥当性がわかる資料（県や地域の統計など）を添付すること。

（令和１０年）（令和５年）

4.50

No.

（別添２）

レタス

露地

露地

坂東市生食用

坂東市生食用

08-013

（令和５年）

水田農業高収益化推進計画

坂東市産地推進計画

収量

（令和１０年）（令和５年）

・水田活用の直接支払交付
　金等の周知・推進

・計画作成の取りまとめ
・支援事業、栽培技術等の情報提供
・支援事業の実施

・販売先の確保
・営農指導の実施

目標値 現状値

170,000,000 210,000,000

（令和５年）

目標値

ネギ

（令和１０年）

（令和１０年）

（令和５年） （令和１０年）

5.00 2,600 2,800

19.00

（令和５年）（令和１０年）（令和５年）

20,000,000 24,000,000

現状値

（令和５年）

現状値

産地名 その他

目標値

目標

作付面積

（令和１０年）

3,700 4,00017.00

（令和１０年）

目標値 現状値

販売額

策定年月 令和６年５月

見直し年月

品目名 用途
露地
／
施設

坂東市（農業政策 坂東市農業再生協議
茨城県西農林事務所 企画調整部

岩井農業協同組合

農 家

生 産

出荷先

・岩井農業協同組合

・その他（市場等）

販 売


